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業績予想の修正に関するお知らせ 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１５年５月２６日の決算発表時に公表した業績予想を下記のと
おり修正いたします。 

記 
 
１．平成１６年３月期中間業績予想数値の修正（平成１５年４月１日～平成１５年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５,９９３ ２１ ２３ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ５,２７６ △２５３ △１５４ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △７１７ △２７４ △１７７ 

増 減 率            （％） △１２.０   － － 

（ご参考） 
前期実績（平成１５年３月期中間） 

５,７９８ △１２２ △６７ 

 
２．平成１６年３月期連結中間業績予想数値の修正（平成１５年４月１日～平成１５年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ６,０４３ ３１ ３３ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ５,３１０ △２８３ △１７１ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △７３３ △３１４ △２０４ 

増 減 率            （％） △１２.１ － － 

（ご参考） 
前期実績（平成１５年３月期中間） 

５,８６３ △１４ ５ 

 

３．修正の理由 

  当中間期におきましては、大気・水・電子を中心とした「環境ビジネス」への取り組みを軸に「収

益基盤の更なる確立」を目標として出発いたしましたが、公共投資を含む新規設備投資の減少、同

業他社との価格競争の激化等当社を取り巻く環境は誠に厳しく、法規制による需要が一巡した煙道

排ガス用測定装置やポータブルタイプの残留塩素計の落ち込みが予想より大きく、売上高・利益と

も予想を下回りました。 

通期におきましては、法規制で本年度末までに設置が義務づけられております環境省の第５次水

質総量規制適応の全窒素・全りん計の売上増が予想されますので、先ずは、この商戦に全力投球す

る所存です。 

通期予想につきましては、業績予想を見直す必要が生じた場合には、適時にお知らせ申し上げま

す。 

以  上 


